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同時発表記者クラブ

大河津分水通水100周年、関屋分水通水50周年記念事業の一つとして、
２つの分水の所在地域６施設が連携して越後平野の治水の歴史や郷土発
展を振り返る企画展をリレー形式で実施します。

期間中６施設のスタンプラリーを開催しており、集めると数量限定オリジ
ナルグッズをプレゼントいたします。（各施設の展覧会期間が対象です）

各施設の開催期間は以下の通りです。

問い合わせ先

国土交通省
信濃川河川事務所

館名 期間 タイトル

燕市分水良寛史料館
R4.7.12(火)
～R4.8.28(日)

良寛の生きた時代と大河津分水へ
つなぐ良寛のこころ

燕市長善館史料館
R4.7.12(火)
～R4.8.28(日)

大河津分水建設に情熱を注いだ門
下生と長善館の教え

新潟市歴史博物館みなとぴあ
R4.7.17(日)
～R4.8.28(日) 大河津分水・関屋分水と新潟市

信濃川大河津資料館
R4.7.26(火)
～R4.9.25(日) 100年前の大河津分水工事

長岡市立科学博物館
R4.9.6(火)

～R4.10.30(日)

大河津分水が創り出した自然－分
水誕生は沿岸域の自然をどう変え
たのか？

新潟県立歴史博物館
R4.11.12(土)
～R5.1.15(日) 信濃川の治水と大河津分水
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新潟県内6施設が越後平野の治水の歴史や
郷土の発展を振り返る企画展を実施します！

詳細はこちらから

良寛の生きた時代と
大河津分水へつなぐ良寛のこころ

度重なる水害に苦しんだ
江戸時代。そんな人 と々
ともに生きた良寛を通じ
て、当時の暮らしや大河
津分水建設への歩みを
紹介します。

7/12［火］～8/28［日］ 燕
市
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大河津分水・関屋分水と
新潟市

大河津分水・関屋分水
と新潟市域の治水をめ
ぐる歴史、新潟港や新
潟市中心市街地の発展
と両分水が果たした役
割を紹介します。

7/17［日］～8/28［日］ 新
潟
市

新
潟
市
歴
史
博
物
館

み
な
と
ぴ
あ

AR
EA

大河津分水が創り出した自然
-分水誕生は沿岸域の自然をどう変えたのか？-

大河津分水誕生によって
放水先の寺泊沿岸域が
流出土砂でどう変化した
のかと、拡大した砂浜に
棲む生物達を紹介しま
す。

9/6［火］～10/30［日］ 長
岡
市

長
岡
市
立
科
学
博
物
館
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EA

大河津分水建設に情熱を注いだ
門下生と長善館の教え

中央政府に請願を繰り返
し、大河津分水建設に
奔走した長善館門下生、
高橋竹之介と大竹貫一
らの功績や長善館の教え
を紹介します。

7/12［火］～8/28［日］ 燕
市

燕
市
長
善
館
史
料
館

AR
EA

100年前の大河津分水工事

大河津分水工事は日本
の土木の粋を結集し、
一山を掘り割る大工事で
した。大河津分水計画
平面図や掘削手順、従
業員の愛用品も紹介。

7/26［火］～9/25［日］ 燕
市

信
濃
川
大
河
津
資
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館
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信濃川の治水と大河津分水

江戸時代からの大河津
分水実現の請願から着
工、工事の様子、完成、
そしてその成果を地域や
国際社会との関わりから
紹介します。

11/12［土］～2023 1/15［日］ 長
岡
市

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
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スタンプラリー

良寛芸術と称される遺墨やゆか
りの資料を展示。人々に慕われ、
自然の中に生き、詩歌や書を愛
した良寛の足跡を今に伝えます。
国重要文化財の遺墨を展示する
春と秋の特別展は必見！

燕市
分水良寛史料館

☎0256-97-2428
●住 燕市上諏訪9-9
●

－ ‒ 9:00～16:30
●休 月曜（月曜が祝日の場合は翌
日）、12/29～1/3
●P 34台（大型バス可）
●料 大人300円、学生200円、
小・中学生100円

幕末に鈴木文臺が創設した私
塾・長善館に関する資料を展示。
実践的で先進的な教育により、
社会に貢献する多くの門下生を
輩出した学塾の歩みや教育内容、
門下生の功績を紹介しています。

燕市
長善館史料館

☎0256-93-5400
●住 燕市粟生津97
●

－ ‒ 9:00～16:30
●休 月曜（月曜が祝日の場合は翌
日）、12/29～1/3
●P 11台（他に大型駐車場あり）
●料 大人100円、
小・中・高校生50円

港の景色が眼の前に広がる信濃川
河口に位置し、敷地には旧新潟税
関庁舎や旧第四銀行住吉町支店な
ど、レトロな建物が建ち並んでいま
す。本館常設展示では水と深く関
わってきた新潟市の歴史を紹介。

新潟市歴史博物館 
みなとぴあ

☎025-225-6111
●住 新潟市中央区柳島町2-10
●

－ ‒ 9:30～18:00（10月～3月は
17:00まで。入館は閉館30分前
まで）　●休 月曜（月曜が祝日の場
合は翌日）、12/28～1/3
●P 73台　●料 大人300円、高・大
学生200円、小・中学生100円

越後平野を潤し、水害から守る
大河津分水について楽しく学べ
る資料館。4階展望室からは、
文化財の洗堰や近代化産業遺産
でもある可動堰のほか、天気のい
い日には佐渡島まで見渡せます。

信濃川
大河津資料館

☎0256-97-2195
●住 新潟県燕市五千石
●

－ ‒ 9:00～16:00
●休 月曜（月曜が祝日の場合は翌
日）、年末年始
●P 100台
●料 無料

長岡市の自然と歴史を学べる総
合博物館。全長8mの海牛復元
模型をはじめ、岩石・化石や動
植物の標本、昔の道具など、豊
富な資料を展示して長岡を紹介
しています。

長岡市立
科学博物館

☎0258-32-0546
●住 長岡市幸町2-1-1 
さいわいプラザ内
●

－ ‒ 9:00～17:00（入館は16:30
まで）　●休 第1・3月曜（月曜が祝
日の場合は翌日）、12/28～1/4
●P あり　●料 無料

縄文時代や昭和 30 年代の雪国
の生活、米づくりの歴史など、
新潟県の歴史と民俗を資料や実
物大に復元したジオラマで学ぶ
ことができる。さまざまなテーマ
による企画展も開催しています。

新潟県立
歴史博物館

☎0258-47-6130
●住 長岡市関原町1-2247-2
●

－ ‒ 9:30～17:00
（入館は16:30まで）
●休 月曜、12/28～1/3
●P あり
●料 大人520円、高・大学生160
円、中学生以下無料

素敵なプレゼントがもらえる

スタンプを集めると先着で、
数量限定のオリジナルノベルティをプレゼント！

各施設の展覧会期間が対象です

燕市
分水良寛史料館

燕市
長善館史料館

新潟市
歴史博物館
みなとぴあ

信濃川
大河津資料館

長岡市立
科学博物館

新潟県立歴史博物館

大河津分水通水100周年・関屋分水通水50周年記念事業

イベントなどは
HPをチェック！

1922-2022 国土交通省北陸地方整備局信濃川河川事務所
〒940-0098 新潟県長岡市信濃1-5-30
TEL:0258-32-3020
E-mail:shinano@hrr.mlit.go.jp

国土交通省北陸地方整備局信濃川下流河川事務所
〒951-8153 新潟県新潟市中央区文京町14-13
TEL:025-266-7131
E-mail:shinage@hrr.mlit.go.jp

スタ
ンプ4個で

オリジナル

クリアファイ
ル

プレゼント！

スタ
ンプ6個で

オリジナル

エコバッグ

プレゼント！

詳細はこちらから

期間



5月 川学習冊子配布
信濃川を治水、利水、親水の3つの観点で紹介する小
学生向け冊子を配布します。

7月 川のスポットマップ
公募によって地域の皆さんから寄せられた川のおススメス
ポットをまとめてマップを作成します。

2月～6月 分水講演会
信濃川沿川の9自治体において、歴史、自然、防災、
水辺の利活用など多彩なテーマで講演会を開催します。

7月～ 信濃川沿川6館リレー展
信濃川・大河津分水・関屋分水をテーマに、燕市長
善館史料館、燕市良寛史料館、新潟市歴史博物
館みなとぴあ、信濃川大河津資料館、長岡市立科
学博物館、新潟県立歴史博物館の６館が特別展を
開催します。スタンプラリーや講座なども予定しています。

11月26日 分水サミット
9つの小学校から川の学習の成果発表と、未来の理想
の川への想いを発表していただきます。

7月 広報誌発行・自治体誌掲載
大河津分水や関屋分水で行われる８月のイベント情
報を中心に紹介します。

12月4日 記念シンポジウム
信濃川沿川自治体の首長から登壇いただき、これから
の川づくりについて考えます。

4月～ パネル展
信濃川沿川の9自治体において、かつての水害や分水
の恩恵、リレー展やシンポジウム等のイベント情報を発信
するパネル展を開催します。

5月～ メッセージプロジェクト

8月25日 通水を祝うイベント（予定）

8月27日 大河津分水サンクスフェスタ（仮称）

分水への感謝のメッセージを広く募集し、SNS等で発信
するほか、記録動画として保存します。

100年前の大河津分水通水を記念し、見学会やメッ
セージ記入などのイベントを開催予定です。

ステージイベント、露店、水辺の体験イベントを開催しま
す。夜には花火の打ち上げも予定しています。

イベント情報大河津分水
通水100周年

分水講演会スケジュール

川の学習冊子

メッセージプロジェクトイメージ

川のおススメスポット募集（R3実施）1922年8月25日通水を喜ぶ人々

天候や新型コロナウイルス感染状況などを踏まえて予告なくイベント内容の変更や中止をする場合があります。詳細はHPをご覧になってください。

1922年8月25日通水を喜ぶ人々

6館リレー展 （R4.7～R5.1実施）


